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 Ⅰ
 は
じ
め
に

　
令
和
６
年
第
１
回
初
山
別
村
議
会

定
例
会
の
開
催
に
あ
た
り
、
村
政
執

行
に
関
す
る
私
の
所
信
を
申
し
上
げ
、

議
員
各
位
並
び
に
村
民
の
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
国
際
社
会
が
混
沌
と
す
る
中
、
国

や
地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境
は

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
な
ど
様
々

な
課
題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
が
、
未

来
を
見
据
え
時
代
の
変
化
に
適
応
し

た
柔
軟
な
視
点
で
、
ふ
る
さ
と
づ
く

り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

 Ⅱ
 村
政
に
臨
む
基
本
姿
勢

　
小
さ
な
自
治
体
の
利
点
を
活
か
し
、

持
続
可
能
で
先
進
的
な
地
域
社
会
の

構
築
を
目
指
し
、「
活
力
あ
る
産
業

の
振
興
」、「
福
祉
の
向
上
と
暮
ら
し

の
安
心
・
安
全
」、「
教
育
の
振
興
充

実
」、「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
４

つ
を
基
本
方
針
の
柱
と
し
ま
す
。

　
「
第
８
期
初
山
別
村
総
合
振
興
計

画
」
や
「
初
山
別
村
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
基
軸
に
、

各
関
係
計
画
と
の
整
合
性
を
図
り
つ

つ
、
健
全
財
政
を
維
持
し
な
が
ら
着

実
な
歩
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

 Ⅲ
 主
要
施
策
の
展
開

一
　
活
力
あ
る
産
業
の
振
興

　
本
村
の
基
幹
産
業
で
あ
る
、
農
林

水
産
業
の
持
続
的
な
発
展
と
、
地
域

の
元
気
と
暮
ら
し
を
支
え
る
商
工
業

の
振
興
に
努
め
、
活
力
に
満
ち
た
村

づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
下
で
地

域
経
済
は
緩
や
か
に
持
ち
直
し
の
傾

向
に
は
あ
り
ま
す
が
、
ロ
シ
ア
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
略
等
に
よ
る
原
材
料
価

格
の
上
昇
や
円
安
に
よ
る
物
価
の
高

騰
は
、
農
林
水
産
業
を
は
じ
め
、
多

く
の
事
業
者
に
影
響
が
出
て
お
り
、

依
然
と
し
て
大
変
厳
し
い
状
況
に
置

か
れ
て
い
ま
す
。

　
地
域
経
済
を
支
え
る
事
業
者
の
皆

様
が
、
事
業
を
継
続
し
、
雇
用
を
維

持
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
必
要
に

応
じ
対
応
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

１
　
農
業
の
振
興

　
水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
の

交
付
対
象
水
田
の
ル
ー
ル
見
直
し
に

よ
り
、
農
業
者
の
営
農
意
欲
の
低
下

に
加
え
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や

後
継
者
不
足
に
よ
る
離
農
農
家
の
増

加
、
水
田
活
用
率
の
低
下
や
耕
作
放

棄
地
の
拡
大
が
懸
念
さ
れ
る
状
況
に

あ
り
ま
す
。

　
農
業
の
持
続
的
な
発
展
と
豊
か
な

農
村
生
活
の
向
上
を
実
現
す
る
た
め
、

国
の
関
連
政
策
に
注
目
し
つ
つ
、
地

域
の
農
業
情
勢
を
的
確
に
把
握
し
、

関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
次
の
取
組
を
着
実
に
進
め
ま

す
。

　
　
 水
稲
・
畑
作
の
振
興

（１）
　
良
質
米
や
高
品
質
な
作
物
の
生
産

の
た
め
、
適
切
な
輪
作
体
系
の
確
立
、

栽
培
技
術
の
向
上
等
、
将
来
を
見
据

え
た
産
地
形
成
に
向
け
た
取
組
と
、

生
産
性
の
向
上
、
労
働
力
不
足
の
解

消
を
図
る
た
め
、
国
の
交
付
金
を
活

用
し
た
ス
マ
ー
ト
農
業
の
機
器
導
入

に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
、
関
係
機

関
・
団
体
と
連
携
し
て
調
査
・
検
討

し
ま
す
。

　
通
年
で
の
新
た
な
農
業
経
営
ス
タ

イ
ル
を
確
立
す
る
た
め
、
初
山
別
村

冬
野
菜
研
究
生
産
組
合
に
対
し
、
安

定
的
な
生
産
体
制
と
流
通
体
系
を
目

指
し
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
引
き

続
き
指
導
・
助
言
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
農
地
中
間
管
理
事
業
の
手

数
料
助
成
を
継
続
し
、
中
心
的
担
い

手
へ
農
地
の
集
積
・
集
約
の
促
進
を

図
り
、　

年
後
の
地
域
に
お
け
る
農

１０

業
の
将
来
の
あ
り
方
を
明
確
に
す
る

た
め
、
農
業
委
員
会
と
連
携
の
う
え
、

農
業
者
の
意
向
や
意
見
を
確
認
し
、

地
域
計
画
の
策
定
を
行
い
ま
す
。

　
農
産
物
の
品
質
や
生
産
性
の
向
上

を
図
る
た
め
、
土
壌
分
析
に
よ
る
土

づ
く
り
の
助
成
を
継
続
す
る
と
と
も

に
、
経
営
の
安
定
化
を
図
る
た
め
、

各
種
制
度
資
金
利
子
補
給
を
継
続
し
、

農
家
負
担
を
軽
減
し
ま
す
。

令
和
６
年
度

村
政
執
行
方
針〈宮本　憲幸　村長〉
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 酪
農
・
畜
産
の
振
興

（２）
　
３
年
に
も
及
ん
だ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
牛
乳

乳
製
品
の
需
用
の
低
下
に
加
え
、
生

産
資
材
の
高
騰
や
生
産
抑
制
等
に
よ

り
、
酪
農
・
畜
産
業
は
、
大
変
厳
し

い
経
営
環
境
に
あ
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
持
続
可
能
な
経
営
が
展

開
で
き
る
よ
う
、
農
協
等
関
係
機
関

と
緊
密
に
連
携
し
、
対
応
す
る
と
と

も
に
、
生
乳
の
安
定
的
な
生
産
と
拡

大
の
実
現
に
向
け
た
対
策
の
充
実
強

化
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
関
係
機
関

に
強
く
要
請
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
酪
農
経
営
者
の
労
働
環
境

改
善
を
図
る
た
め
、
酪
農
ヘ
ル
パ
ー

利
用
組
合
へ
の
助
成
を
継
続
し
ま
す
。

　
　
 農
業
・
農
村
整
備
事
業
の
推
進

（３）
　
農
業
農
村
整
備
事
業
は
、
農
業
生

産
力
を
支
え
る
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
お
り
、
持
続
可
能
な
農
業
の
維
持

と
意
欲
あ
る
農
業
者
が
、
農
業
を
継

続
で
き
る
環
境
を
整
え
る
た
め
、
農

業
者
の
意
向
を
確
認
し
、
基
盤
整
備

事
業
の
取
組
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
農
業
・
農
村
の
多
面
的
機

能
を
支
え
る
共
同
活
動
や
農
道
・
水

路
等
地
域
資
源
の
質
的
向
上
を
図
る

共
同
活
動
に
つ
い
て
、
国
の
施
策
に

基
づ
き
継
続
し
て
支
援
し
ま
す
。

　
　
 農
水
産
物
加
工
試
験
研
究

（４）
　
農
水
産
物
加
工
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
農
産
物
の
付
加
価

値
を
高
め
る
た
め
、
特
産
品
開
発
や

商
品
化
を
目
指
す
団
体
等
を
支
援
し
、

加
工
相
談
等
を
実
施
し
な
が
ら
、
地

域
資
源
を
活
か
し
た
６
次
産
業
化
を

検
討
・
推
進
す
る
拠
点
と
し
て
、
研

究
開
発
や
指
導
体
制
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

　
ま
た
、
特
産
物
で
あ
る
ハ
ス
カ
ッ

プ
栽
培
の
拡
大
を
図
る
た
め
、
個

人
・
グ
ル
ー
プ
の
栽
培
普
及
に
努
め

ま
す
。

２
　
漁
業
の
振
興

　
昨
年
８
月
か
ら
開
始
さ
れ
た
Ａ
Ｌ

Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
海
洋
放
出
に
伴
う
中

国
等
の
魚
介
類
の
輸
入
規
制
に
よ
る

魚
価
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
中
、

水
産
資
源
が
適
切
に
管
理
さ
れ
、
持

続
的
な
利
用
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
資

源
管
理
や
育
て
る
漁
業
を
促
進
し
ま

す
。

　
漁
業
経
営
の
安
定
化
を
図
る
た
め

「
持
続
的
漁
業
経
営
支
援
事
業
」
を

拡
充
し
、
引
き
続
き
支
援
す
る
と
と

も
に
、
漁
業
近
代
化
資
金
等
の
利
子

補
給
に
よ
り
、
漁
業
者
の
負
担
を
軽

減
し
ま
す
。

　
漁
港
整
備
で
は
、
安
全
操
業
確
保

の
観
点
か
ら
、
航
路
・
泊
地
等
の
浚

渫
に
よ
る
漁
港
の
機
能
保
全
の
継
続

を
、
漁
業
者
の
意
向
を
十
分
に
反
映

し
た
整
備
要
望
を
取
り
ま
と
め
、
関

係
機
関
に
要
請
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
流
木
な
ど
の
漂
流
物
や
ト
ド
等
海

獣
類
に
よ
る
、
漁
業
被
害
対
策
の
一

層
の
推
進
を
、
国
・
道
に
要
望
す
る

と
と
も
に
、
ナ
マ
コ
等
密
漁
被
害
を

防
止
す
る
た
め
、
関
係
機
関
・
団
体

と
連
携
を
密
に
し
て
、
密
漁
監
視
体

制
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

３
　
林
業
の
振
興

　
豊
か
な
森
林
を
、
し
っ
か
り
守
り

育
て
、
未
来
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
豊

か
な
森
づ
く
り
推
進
事
業
や
村
有
林

森
林
環
境
保
全
整
備
事
業
を
継
続
す

る
ほ
か
、
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用

し
た
、
私
有
林
等
整
備
事
業
等
を
拡

充
し
、
計
画
的
に
推
進
す
る
と
と
も

に
、
桜
ロ
ー
ド
の
樹
木
等
、
村
民
の

皆
様
の
生
活
に
身
近
な
、
み
ど
り
環

境
の
適
正
管
理
に
努
め
ま
す
。

　
既
設
林
道
の
機
能
を
保
全
す
る
た

め
、
林
道
橋
定
期
点
検
業
務
を
実
施

す
る
ほ
か
、
そ
の
他
路
線
の
適
切
な

維
持
管
理
に
努
め
ま
す
。

　
シ
カ
や
ア
ラ
イ
グ
マ
に
よ
る
有
害

鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て
は
、
村
鳥

獣
被
害
防
止
計
画
に
基
づ
き
、
関
係

団
体
及
び
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
と

連
携
し
て
効
果
的
な
被
害
の
防
止
を

図
り
ま
す
。
近
年
、
住
宅
地
近
く
で

も
確
認
さ
れ
る
ヒ
グ
マ
の
出
没
対
策

と
し
て
、
ヒ
グ
マ
用
箱
罠
増
設
の
た

め
村
鳥
獣
害
対
策
協
議
会
へ
助
成
を

行
い
被
害
の
未
然
防
止
対
策
を
講
じ
、

出
没
情
報
が
あ
っ
た
際
に
は
、
村
民

の
安
全
を
守
る
た
め
、
パ
ト
ロ
ー
ル

巡
回
や
生
活
支
援
メ
ー
ル
で
の
注
意

喚
起
な
ど
、
迅
速
に
対
処
し
ま
す
。
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ま
た
、
被
害
対
策
の
中
心
と
し
て

活
動
す
る
ハ
ン
タ
ー
を
、
育
成
・
確

保
す
る
た
め
、
猟
銃
購
入
に
対
す
る

助
成
制
度
を
新
設
し
、
支
援
を
継
続

し
ま
す
。

４
　
商
工
・
観
光
の
振
興

　
厳
し
い
経
営
環
境
の
変
化
に
対
応

す
る
た
め
、
商
工
会
が
行
う
経
営
改

善
の
取
組
等
に
対
す
る
財
政
支
援
を

行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
経
営
の
安
定
を
図
る
た
め
、

中
小
企
業
融
資
制
度
資
金
利
子
補
給

制
度
等
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　
雇
用
対
策
で
は
、
オ
ロ
ロ
ン
留
萌

中
部
北
部
通
年
雇
用
促
進
協
議
会
と

連
携
し
、
諸
対
策
を
講
じ
、
通
年
雇

用
の
定
着
と
就
業
機
会
の
確
保
を
図

り
ま
す
。

　
村
内
で
の
雇
用
と
定
住
促
進
を
図

る
た
め
、
若
年
者
雇
用
促
進
助
成
金

と
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
新
規
就
業
支
援
事

業
の
活
用
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
村
内
の
労
働
力
不
足
の
解

消
と
新
た
な
雇
用
の
創
出
を
図
る
た

め
、
初
山
別
事
業
協
同
組
合
の
運
営

に
対
し
、
引
き
続
き
支
援
し
ま
す
。

　
観
光
に
つ
い
て
は
、
み
さ
き
台
公

園
エ
リ
ア
一
帯
の
観
光
施
設
と
自
然

豊
か
な
資
源
を
最
大
限
に
活
か
し
、

魅
力
あ
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
、
Ｐ
Ｒ
の
充
実
に

努
め
、
観
光
協
会
と
連
携
し
て
観
光

振
興
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
施
設
整
備
で
は
、
オ
ー
ト
キ
ャ
ン

プ
場
の
利
用
客
が
快
適
か
つ
安
心
し

て
楽
し
め
る
よ
う
、
屋
外
Ｗ
ｉ
倆
Ｆ

ｉ
を
整
備
し
、
利
便
性
・
快
適
性
の

向
上
を
図
り
、
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

の
更
な
る
魅
力
ア
ッ
プ
に
努
め
ま
す
。

　
岬
ま
つ
り
等
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
や
観
光
Ｐ
Ｒ
な
ど
、
観
光
振
興
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
観
光

協
会
へ
の
支
援
を
継
続
し
ま
す
。

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
に
つ

い
て
は
、
風
力
発
電
等
日
本
海
エ
リ

ア
が
も
つ
潜
在
的
な
可
能
性
が
高
い

こ
と
か
ら
、
脱
炭
素
社
会
へ
の
認
識

を
深
め
、
今
後
も
国
の
政
策
、
民
間

事
業
者
の
動
向
に
注
視
し
、
社
会
情

勢
の
変
化
に
対
し
的
確
な
対
応
に
努

め
ま
す
。

　
ま
た
、
民
間
事
業
者
に
よ
る
小
型

風
力
発
電
施
設
に
つ
い
て
は
、
住
民

生
活
や
周
辺
環
境
を
損
な
わ
な
い
よ

う
、
適
切
な
施
設
の
設
置
・
運
営
を

事
業
者
に
求
め
て
ま
い
り
ま
す
。

５
　
担
い
手
の
育
成
・
確
保
対
策

　
村
の
産
業
や
社
会
を
、
将
来
に
わ

た
り
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、

次
代
を
担
う
人
材
を
、
大
切
に
育
て

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
農
業
で
は
、
関
係
機
関
で
構
成
す

る
村
地
域
担
い
手
育
成
セ
ン
タ
ー
及

び
オ
ロ
ロ
ン
地
区
農
業
担
い
手
確
保

対
策
協
議
会
と
連
携
し
、
就
農
相
談

か
ら
研
修
・
自
立
営
農
に
至
る
ま
で
、

継
続
的
に
支
援
し
ま
す
。

　
ま
た
、
村
の
子
ど
も
た
ち
が
、
農

業
へ
の
関
心
を
高
め
る
こ
と
を
目
的

に
、
親
子
で
の
農
業
体
験
や
食
育
事

業
の
取
組
を
行
う
農
業
み
ら
い
開
拓

ク
ラ
ブ
を
継
続
し
て
支
援
し
ま
す
。

　
漁
業
に
お
い
て
は
、
新
規
漁
業
就

業
者
の
育
成
と
円
滑
な
事
業
承
継
を

進
め
る
た
め
、
村
漁
業
就
業
者
支
援

協
議
会
を
中
心
に
、
北
る
も
い
漁
業

協
同
組
合
と
連
携
し
、
漁
業
経
営
の

担
い
手
を
総
合
的
に
支
援
し
ま
す
。

　
ま
た
、
商
工
業
に
つ
い
て
も
、
地

域
経
済
を
担
う
後
継
者
や
経
営
体
確

保
の
た
め
、
起
業
者
等
支
援
補
助
金

に
よ
り
継
続
し
て
支
援
す
る
な
ど
、

関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
を
図
り
対

策
を
講
じ
ま
す
。

６
　
地
方
創
生

　
「
第
８
期
初
山
別
村
総
合
振
興
計

画
」
及
び
「
第
２
期
初
山
別
村
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に

掲
げ
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、
本

村
が
有
す
る
資
源
や
新
た
な
可
能
性
、

人
や
地
域
の
つ
な
が
り
を
生
か
し
な

が
ら
、
村
を
担
う
若
い
世
代
に
夢
と

誇
り
を
も
っ
て
引
き
継
げ
る
「
初
山

別
村
」
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。
村

民
一
人
ひ
と
り
が
個
性
や
能
力
を
発

揮
し
、
真
の
豊
か
さ
や
安
心
・
安
全

な
暮
ら
し
が
実
感
で
き
る
生
活
の
実

現
の
た
め
の
施
策
を
展
開
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
人
口
減
少
及
び
少
子
高
齢
化
に
よ

り
、
産
業
就
労
人
口
の
減
少
や
地
域



右

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
衰
退
が
進
行
し
て

お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢

に
対
し
、
産
業
及
び
地
域
力
の
維

持
・
強
化
を
図
り
、
持
続
可
能
な
地

域
社
会
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
指
す

た
め
に
、
情
報
通
信
技
術
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
し
て
村
民
の
皆
様
が
安
心
・

安
全
に
暮
ら
し
て
い
け
る
環
境
整
備

及
び
移
住
者
の
獲
得
を
目
的
と
し
た

地
域
の
魅
力
を
発
信
す
る
取
組
を
地

域
の
実
情
に
合
わ
せ
て
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ

い
て
は
、
都
市
部
か
ら
村
へ
の
定

住
・
定
着
を
目
的
と
し
、
こ
れ
ま
で

ど
お
り
本
村
で
共
に
夢
を
実
現
し
よ

う
と
す
る
隊
員
の
採
用
を
行
い
、
地

域
に
根
ざ
し
た
活
動
や
定
住
を
見
据

え
た
新
た
な
視
点
や
自
由
な
発
想
を

生
か
し
た
隊
員
自
ら
の
提
案
に
基
づ

く
地
域
お
こ
し
活
動
が
行
え
る
よ
う
、

よ
り
一
層
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

二
　
福
祉
の
向
上
と

暮
ら
し
の
安
全
・
安
心

　
人
の
心
に
寄
り
添
っ
た
思
い
や
り

あ
る
福
祉
の
充
実
と
、
安
心
し
て
暮

ら
す
こ
と
の
で
き
る
環
境
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。

１
　
福
祉
の
向
上

　
　
 高
齢
者
福
祉

（１）
　
高
齢
者
の
皆
様
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
、
健
や
か
に
生
き
が
い
を
持
ち

な
が
ら
明
る
く
暮
ら
し
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
促
進
し
ま

す
。

　
第
９
期
村
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介

護
保
険
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
深
化
、
介
護

予
防
及
び
認
知
症
高
齢
者
対
策
を
推

進
し
、
地
域
生
活
支
援
体
制
の
充
実

を
図
り
ま
す
。

　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
お
い

て
は
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
さ
さ

え
愛
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
事
業
等
に

よ
り
地
区
の
自
主
的
な
活
動
を
支
援

し
、
互
い
に
支
え
合
う
共
生
共
助
の

地
域
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　
介
護
予
防
で
は
、
健
康
づ
く
り
や

閉
じ
こ
も
り
防
止
の
た
め
、
ま
る
ご

と
元
気
ア
ッ
プ
教
室
な
ど
に
よ
り
運

動
機
能
の
維
持
増
進
及
び
外
出
機
会

の
確
保
に
努
め
ま
す
。

　
高
齢
者
の
自
立
と
社
会
参
加
を
促

す
た
め
、
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
へ
の

助
成
、
高
齢
者
へ
の
無
料
入
浴
券
の

支
給
及
び
医
療
機
関
通
院
費
助
成
を

継
続
し
ま
す
。
ま
た
、
敬
老
会
に
つ

い
て
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
状
況
に
留
意
し
つ
つ
、
開

催
を
し
ま
す
。

　
認
知
症
高
齢
者
対
策
で
は
、
留
萌

中
部
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム

に
よ
る
早
期
診
断
・
早
期
対
応
の
支

援
、
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
エ

ル
ム
の
里
」
へ
の
指
導
、
成
年
後
見

制
度
の
普
及
に
努
め
ま
す
。

　
地
域
生
活
支
援
で
は
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、
ニ
ー
ズ

に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
相
談

機
能
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
や
医
療
機
関
等
と

連
携
し
、
高
齢
者
の
生
活
を
支
援
し

ま
す
。

　
ま
た
、
高
齢
者
の
雇
用
機
会
創
出

の
た
め
、
高
齢
者
事
業
団
の
活
動
を

支
援
し
ま
す
。

　
　
 障
が
い
者
福
祉

（２）
　
障
が
い
者
が
、
自
立
し
た
日
常
生

活
や
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き

る
よ
う
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
と
と
も
に
、
自
立
と
社
会
参
加
を

支
援
す
る
総
合
的
な
相
談
体
制
の
充

実
を
図
り
、
障
害
者
支
援
推
進
体
制

を
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
支

援
促
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費

助
成
、
じ
ん
臓
機
能
障
害
者
通
院
費

助
成
、
特
定
疾
患
患
者
通
院
費
助
成

を
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。



宇

　
　
 国
民
健
康
保
険
事
業

（３）
　
高
齢
化
の
進
展
や
疾
病
構
造
の
変

化
、
医
療
の
高
度
化
な
ど
に
よ
り
、

本
村
の
一
人
当
た
り
医
療
費
は
、
依

然
高
い
水
準
に
あ
り
ま
す
。

　
国
保
事
業
の
都
道
府
県
化
に
よ
り
、

本
村
の
国
保
会
計
が
逼
迫
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
被
保
険
者
の
健

康
の
維
持
増
進
の
た
め
、
今
後
と
も

予
防
事
業
や
健
康
事
業
を
継
続
実
施

す
る
と
と
も
に
、
重
複
・
多
受
診
の

抑
制
、
レ
セ
プ
ト
点
検
や
医
療
費
分

析
の
強
化
に
よ
り
医
療
費
の
適
正
化

を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
特
定
健
診
等
の
未
受
診
者

の
把
握
と
そ
の
要
因
分
析
を
行
い
、

受
診
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
、
効
果

的
な
受
診
勧
奨
に
努
め
、
受
診
率
の

向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
ヘ
ル
ス

ア
ッ
プ
教
室
等
を
開
催
し
、
運
動
の

習
慣
化
と
生
活
習
慣
の
改
善
に
取
り

組
み
、
健
康
寿
命
の
延
伸
と
医
療
費

の
低
減
を
図
り
ま
す
。

２
　
健
康
づ
く
り

　
村
民
の
皆
様
が
参
加
し
や
す
い
環

境
を
整
え
る
と
と
も
に
、「
自
分
の

健
康
は
自
分
で
つ
く
る
」
と
の
意
識

の
高
揚
を
図
り
、
保
健
事
業
・
予
防

事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
　
 新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

（１）

感
染
症
対
策

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は

５
類
感
染
症
に
移
行
さ
れ
、
感
染
対

策
は
個
人
や
事
業
者
の
判
断
と
な
り
、

場
面
に
応
じ
た
マ
ス
ク
の
着
用
、
手

洗
い
等
の
手
指
衛
生
や
換
気
な
ど
は

感
染
対
策
と
し
て
引
き
続
き
有
効
で

す
。
令
和
６
年
度
以
降
は
医
療
費
の

一
部
公
費
負
担
は
終
了
し
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
つ
い
て
も
自
己
負
担
と
な

り
ま
す
。
今
後
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
諸
対
策
に
つ
い
て
国
、

北
海
道
の
対
策
・
対
応
に
留
意
し
つ

つ
対
策
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
 保
健
事
業

（２）
　
健
や
か
で
心
豊
か
な
生
活
を
送
る

た
め
に
は
、
健
康
の
質
を
高
め
る
意

識
が
大
切
で
す
。

　
一
人
ひ
と
り
の
生
活
習
慣
の
見
直

し
と
健
康
寿
命
の
延
伸
を
目
指
し
、

生
活
習
慣
病
対
策
と
し
て
、
引
き
続

き
「
減
塩
」「
食
物
繊
維
の
摂
取
」

「
笑
い
」
の
３
つ
の
テ
ー
マ
を
重
点

に
据
え
、
減
塩
応
援
隊
と
と
も
に
食

生
活
改
善
の
定
着
等
健
康
づ
く
り
運

動
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
運
動
教
室
や
チ
ャ
レ
ン
ジ

マ
イ
レ
ー
ジ
等
各
種
健
康
づ
く
り
事

業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
特
定
健

診
や
が
ん
検
診
の
受
診
環
境
を
整
備

し
、
疾
病
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療

に
努
め
ま
す
。

　
　
 予
防
事
業

（３）
　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に
つ
い
て

は
、
従
前
同
様
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

対
し
て
支
援
を
行
い
、
新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
は
、
希
望

す
る
方
が
速
や
か
に
受
け
ら
れ
る
よ

う
国
・
北
海
道
の
対
応
に
留
意
し
つ

つ
感
染
拡
大
防
止
に
努
め
ま
す
。

　
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種

な
ど
各
種
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の
助
成

を
継
続
す
る
ほ
か
、
成
人
男
性
に
対

す
る
風
し
ん
抗
体
検
査
及
び
各
種
予

防
接
種
を
国
の
対
策
に
基
づ
き
実
施

し
ま
す
。

３
　
子
育
て
支
援

　
健
や
か
に
育
つ
保
育
の
充
実
と
仕

事
と
子
育
て
の
両
立
支
援
を
図
る
た

め
、
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
に
関
す

る
相
談
を
一
元
的
に
子
育
て
世
代
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
応
じ
る

な
ど
、
母
子
保
健
と
子
育
て
支
援
を

一
体
的
に
提
供
し
ま
す
。

　
保
育
所
に
お
い
て
は
、
ス
ク
ー
ル

ラ
ン
チ
方
式
に
よ
る
給
食
を
開
始
し

ま
す
。
保
護
者
や
事
業
者
と
十
分
に

連
携
し
な
が
ら
安
全
・
安
心
な
給
食

提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
地
域
全
体
で
子
ど
も
を
見
守
り
育

て
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

育
児
教
室
「
ほ
し
っ
こ
ク
ラ
ブ
」
を

引
き
続
き
実
施
す
る
ほ
か
、
妊
産
婦

の
健
診
及
び
通
院
費
用
、
新
生
児
の

聴
覚
検
査
、
高
校
生
ま
で
の
医
療
費

助
成
な
ど
を
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

　
幼
児
教
育
無
償
化
を
継
続
し
ま
す
。

特
に
、
国
の
無
償
化
の
対
象
外
と
な

る
課
税
世
帯
の
３
歳
未
満
児
に
対
し

て
、
村
独
自
で
支
援
し
ま
す
。



烏

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
運
営
す
る

団
体
を
支
援
し
、
昼
間
保
護
者
が
家

庭
に
い
な
い
児
童
が
放
課
後
過
ご
す

こ
と
の
で
き
る
場
所
を
提
供
し
ま
す
。

　
ま
た
、
子
ど
も
が
楽
し
く
安
心
し

て
遊
べ
る
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
、
整
備

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

４
　
医
療
の
確
保

　
村
民
の
皆
様
が
健
康
で
暮
ら
せ
る

よ
う
、
診
療
所
の
運
営
を
村
医
に
委

託
し
、
適
切
な
一
次
医
療
が
受
け
ら

れ
る
体
制
づ
く
り
に
努
め
る
と
と
も

に
、
診
療
環
境
を
充
実
し
、
か
か
り

つ
け
医
と
し
て
の
機
能
を
維
持
し
、

安
心
し
て
受
診
で
き
る
診
療
所
の
運

営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
被
保
険

者
、
妊
婦
の
方
及
び
　
歳
以
上
５
歳

４０

刻
み
の
年
齢
の
方
を
対
象
に
歯
科
検

診
を
実
施
し
、
口
腔
衛
生
の
推
進
に

努
め
ま
す
。

　
二
次
医
療
を
担
う
地
域
セ
ン
タ
ー

病
院
で
あ
る
道
立
羽
幌
病
院
は
、
常

勤
医
師
の
確
保
等
診
療
体
制
に
不
安

を
抱
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
関
係
自

治
体
と
連
携
し
、
道
立
羽
幌
病
院
の

医
療
体
制
の
強
化
充
実
を
強
く
要
請

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
救
急
医
療
に
つ
い
て
は
、

留
萌
圏
域
で
の
広
域
連
携
に
よ
り
体

制
の
充
実
・
補
完
を
図
り
ま
す
。

５
　
環
境
の
整
備

　
　
 一
般
廃
棄
物
及
び

（１）

し
尿
処
理
対
策

　
ご
み
減
量
化
の
た
め
、
従
前
同
様
、

分
別
収
集
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
ご
み
の
な
い
き
れ
い
な
村

づ
く
り
の
た
め
、
不
法
投
棄
の
防
止
、

地
域
環
境
の
美
化
・
保
全
に
努
め
ま

す
。

　
し
尿
処
理
業
務
は
収
集
業
者
に
業

務
を
委
託
し
、
３
町
村
共
同
で
処
理

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
 住
環
境
の
整
備

（２）
　
村
営
住
宅
は
、
長
寿
命
化
計
画
に

基
づ
き
、
川
北
台
団
地
へ
の
新
築
に

伴
う
実
施
設
計
業
務
を
実
施
す
る
ほ

か
、
営
繕
に
よ
る
、
快
適
で
良
質
な

住
宅
の
維
持
保
全
に
努
め
ま
す
。

　
定
住
促
進
住
環
境
整
備
助
成
事
業

に
つ
い
て
継
続
実
施
し
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
若
者
世
代
や
転
入
者
の
定
住

促
進
、
空
き
家
の
流
動
化
、
住
宅
の

リ
フ
ォ
ー
ム
等
を
支
援
し
、
子
育
て

世
帯
加
算
、
転
入
加
算
の
実
施
に
よ

り
、
子
育
て
世
代
及
び
転
入
者
を
支

援
し
ま
す
。

　
な
お
、
本
年
度
助
成
事
業
最
終
年

度
と
な
る
こ
と
か
ら
次
期
制
度
設
計

に
向
け
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
村
内
へ
の
移
住
定
住
を
推

進
す
る
う
え
で
、
住
環
境
の
整
備
は

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
中
で
、

住
民
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
住
環
境

の
整
備
を
促
進
す
る
た
め
、
引
き
続

き
民
間
賃
貸
住
宅
建
設
費
補
助
事
業

に
よ
り
支
援
を
行
い
、
多
様
な
住
宅

需
要
に
対
応
し
た
住
環
境
の
整
備
を

推
進
し
ま
す
。

　
地
域
住
民
の
良
好
な
生
活
環
境
を

保
全
す
る
た
め
、
空
き
家
等
対
策
計

画
に
基
づ
き
、
総
合
的
か
つ
計
画
的

に
、
空
き
家
の
発
生
防
止
や
有
効
利

用
、
危
険
家
屋
へ
の
対
応
等
の
取
組

を
継
続
し
ま
す
。

　
ま
た
、
空
き
家
の
再
利
用
を
促
す

た
め
に
空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録
を

推
奨
し
、
居
住
希
望
者
と
の
マ
ッ
チ

ン
グ
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
 公
園
等
の
整
備

（３）
　
公
園
に
つ
い
て
は
、
安
全
対
策
と

景
観
の
向
上
に
配
慮
し
た
、
適
切
な

維
持
管
理
に
努
め
、
村
民
の
憩
い
の

場
と
し
て
利
用
で
き
る
公
園
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
村
民
の
皆
様
が
安
全
で
心

地
よ
く
利
用
出
来
る
公
園
を
目
指
し
、

み
さ
き
台
公
園
及
び
村
道
初
山
別
６



羽

条
線
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
へ
遊
具
の

整
備
を
行
い
ま
す
。

　
　
 上
下
水
道
事
業

（４）
　
簡
易
水
道
施
設
の
適
正
な
維
持
管

理
に
よ
る
、
安
全
で
清
浄
な
水
の
安

定
供
給
に
努
め
る
ほ
か
、
将
来
の
効

率
的
な
運
営
と
高
齢
者
等
の
見
守
り

体
制
の
構
築
な
ど
、
水
道
事
業
に
よ

る
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の
展
開
を
図
る

た
め
、
村
内
水
道
使
用
者
全
戸
へ
の

水
道
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
の
整
備
を

行
い
ま
す
。

　
農
業
集
落
排
水
事
業
で
は
、
快
適

な
生
活
環
境
を
提
供
す
る
た
め
、
浄

化
セ
ン
タ
ー
施
設
及
び
管
路
の
適
切

な
維
持
管
理
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
計
画
的
な
老
朽
化
対
策
、

人
口
減
少
を
踏
ま
え
た
維
持
管
理
の

効
率
化
・
適
正
化
に
向
け
た
対
応
が

必
要
で
あ
り
、
今
後
の
強
靱
化
対
策

事
業
の
実
施
に
向
け
、
初
山
別
地
区

農
業
集
落
排
水
施
設
整
備
計
画
策
定

業
務
を
実
施
し
ま
す
。

　
個
別
排
水
処
理
施
設
に
つ
き
ま
し

て
は
、
引
き
続
き
、
合
併
処
理
浄
化

槽
の
普
及
を
促
進
し
、
生
活
環
境
の

向
上
を
図
り
ま
す
。

　
公
営
企
業
会
計
の
経
営
基
盤
の
強

化
と
財
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
向
上
を

図
る
た
め
、
経
営
戦
略
の
改
定
業
務

を
実
施
し
ま
す
。

６
　
交
通
の
確
保

　
　
 道
路
・
橋
梁
の
整
備

（１）
　
村
道
に
つ
い
て
は
、
有
明
６
線
横

断
管
改
修
事
業
を
実
施
す
る
ほ
か
、

村
道
の
支
障
木
除
去
、
道
路
照
明
の

維
持
管
理
、
冬
期
間
に
お
け
る
除
雪

な
ど
、
安
全
で
快
適
性
を
確
保
し
た

道
路
交
通
環
境
の
維
持
に
努
め
ま
す
。

　
橋
梁
は
、
長
寿
命
化
修
繕
計
画
に

基
づ
き
、
有
明
跨
線
橋
の
更
新
工
事

や
共
成
跨
線
橋
更
新
工
事
の
実
施
設

計
業
務
や
橋
梁
点
検
業
務
を
実
施
す

る
な
ど
、
安
全
・
安
心
な
道
路
交
通

網
を
確
保
し
ま
す
。

　
ま
た
、
国
道
を
は
じ
め
と
す
る
主

要
道
路
に
つ
い
て
も
、
地
域
の
暮
ら

し
や
経
済
を
支
え
る
交
通
網
と
し
て

の
重
要
性
を
、
国
・
道
に
強
く
訴
え
、

管
内
市
町
村
と
連
携
し
、
機
能
強
化

や
老
朽
化
対
策
を
要
請
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
　
 地
域
交
通

（２）
　
通
学
、
通
院
等
、
村
民
の
皆
様
の

生
活
を
支
え
る
公
共
交
通
機
関
と
し

て
バ
ス
路
線
が
果
た
す
役
割
は
重
要

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
路
線
維
持
の
た

め
必
要
な
支
援
を
継
続
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
な
お
、
高
校
通
学
定
期
運
賃
補
助

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
高
齢
者
に
よ
る
運
転
免
許
返
納
、

移
動
手
段
が
な
い
な
ど
の
、
い
わ
ゆ

る
交
通
弱
者
対
策
と
し
て
、
引
き
続

き
「
し
ょ
さ
ま
る
号
」
の
運
行
に
よ

る
地
域
公
共
交
通
対
策
事
業
を
実
施

し
、
高
齢
者
等
の
外
出
機
会
の
確
保

を
図
り
ま
す
。

７
　
地
域
防
災
力
の
強
化

　
我
が
国
の
自
然
災
害
は
地
震
、
大

雨
、
台
風
と
多
岐
に
わ
た
り
近
年
で

は
激
甚
化
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま

す
。

　
国
や
道
の
施
策
の
展
開
方
向
と
整

合
性
を
図
り
策
定
し
ま
し
た
「
初
山

別
村
地
域
防
災
計
画
」
及
び
「
初
山

別
村
国
土
強
靱
化
計
画
」
を
基
本
的

な
方
針
と
し
、
引
き
続
き
、
自
然
災

害
か
ら
の
村
民
の
皆
様
の
生
命
、
財

産
を
守
り
、
村
の
重
要
な
社
会
経
済

機
能
を
維
持
す
る
た
め
、
国
、
北
海

道
、
民
間
事
業
者
及
び
村
民
の
皆
様

と
連
携
し
、
本
村
の
防
災
力
の
強
化

及
び
強
靱
化
に
関
す
る
施
策
を
総
合

的
か
つ
計
画
的
に
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
、
生
活
支
援
メ
ー
ル

及
び
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
配
信
、
屋
外
ス
ピ
ー

カ
ー
等
の
情
報
伝
達
手
段
を
活
用
し

迅
速
な
情
報
伝
達
に
努
め
る
と
と
も

に
、
被
災
時
に
お
け
る
適
応
体
制
構

築
の
た
め
停
電
時
に
活
用
す
る
発
電

機
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
自
治
会
に
お
け
る
自

主
防
災
組
織
の
設
立
を
支
援
す
る
と

と
も
に
、
設
立
さ
れ
た
自
主
防
災
組

織
に
対
し
て
は
、
災
害
時
の
共
助
体

制
の
取
組
を
支
援
す
る
た
め
、
防
災

教
室
や
防
災
訓
練
の
実
施
に
つ
い
て



迂

も
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
近
年
、
大
規
模
な
自
然
災
害
が
頻

発
す
る
中
で
、
断
水
は
被
災
者
の
生

活
の
質
を
著
し
く
損
ね
る
一
因
と
な

る
こ
と
か
ら
、
水
道
イ
ン
フ
ラ
が
復

旧
す
る
ま
で
の
つ
な
ぎ
と
し
て
、
地

下
水
の
活
用
に
つ
い
て
、
住
民
所
有

の
飲
用
井
戸
の
活
用
も
含
め
、
引
き

続
き
調
査
・
検
討
を
進
め
ま
す
。

三
　
教
育
の
振
興
充
実

　
地
域
の
根
幹
を
な
す
の
は
「
人
」

で
あ
り
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
は

「
人
づ
く
り
」
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
創
造
力
に
富
む
強
く
た
く
ま
し
い
、

時
代
を
切
り
拓
く
力
を
も
っ
た
人
づ

く
り
の
た
め
、
家
庭
・
学
校
・
地
域

が
一
体
と
な
り
、
学
校
教
育
の
充
実

並
び
に
社
会
教
育
の
振
興
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
魅
力
あ
る
初
山
別
村
の
教

育
を
推
進
す
る
た
め
、
教
育
行
政
執

行
方
針
を
基
本
と
し
た
、
教
育
委
員

会
が
行
う
諸
施
策
が
効
果
的
に
推
進

さ
れ
る
よ
う
連
携
を
密
に
し
、
ま
た
、

総
合
教
育
会
議
に
お
い
て
連
携
強
化

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

１
　
学
校
教
育
の
推
進

　
基
礎
的
、
基
本
的
な
知
識
の
定
着

に
加
え
、
人
間
性
豊
か
で
た
く
ま
し

い
児
童
生
徒
を
育
成
す
る
た
め
、
家

庭
・
学
校
・
地
域
が
一
体
と
な
り
、

学
び
の
継
続
並
び
に
よ
り
良
い
教
育

体
制
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
学
校
施
設
に
お
い
て
、
快
適
で
恵

ま
れ
た
教
育
環
境
の
中
で
意
欲
的
に

学
習
で
き
る
よ
う
、
施
設
整
備
並
び

に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
、
食
育
の
推
進
等

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

２
　
社
会
教
育
の
推
進

　
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
応
じ
た
生
涯

学
習
機
会
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

各
分
野
と
連
携
を
深
め
、
地
域
の
人

材
を
活
用
し
な
が
ら
社
会
参
加
を
促

進
し
、
文
化
芸
術
活
動
の
振
興
に
努

め
ま
す
。

　
ま
た
、
青
少
年
の
健
全
育
成
の
た

め
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
支
援
す

る
と
と
も
に
、
誰
も
が
ス
ポ
ー
ツ
に

親
し
み
、
健
康
づ
く
り
運
動
を
日
常

的
に
行
え
る
よ
う
各
種
取
組
を
推
進

し
ま
す
。

四
　
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

　
村
づ
く
り
の
基
本
で
あ
る
「
住
民

主
体
」「
情
報
共
有
」「
協
働
」
を
基

本
と
し
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
促

進
を
図
り
つ
つ
、
住
民
が
積
極
的
に

参
加
し
、
村
民
の
皆
様
と
行
政
が
一

体
と
な
っ
た
村
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
財
政
の
情
報
、
村
づ
く
り
の
目
標
、

目
指
す
べ
き
方
向
性
を
共
有
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
を
明
確
に
し
て
目
標

の
達
成
に
向
け
て
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

１
　
行
政
の
運
営

　
村
づ
く
り
に
関
す
る
多
様
な
ニ
ー

ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
み
ん
な
で
考

え
み
ん
な
で
行
動
し
、
小
規
模
自
治

体
の
利
点
を
活
か
し
つ
つ
、
将
来
展

望
に
立
っ
た
持
続
可
能
な
地
域
社
会

の
構
築
を
目
指
し
、
村
民
の
皆
様
と

と
も
に
村
づ
く
り
に
取
り
組
む
行
政

運
営
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
お
茶
の
間
懇
談
会
を
は
じ
め
様
々

な
場
面
に
お
い
て
村
民
の
皆
様
の
声

を
聞
く
と
と
も
に
、
よ
り
分
か
り
や

す
く
見
や
す
い
住
民
広
報
誌
づ
く
り

に
取
り
組
み
、
情
報
を
共
有
化
す
る

こ
と
に
よ
り
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ

せ
る
協
働
の
村
づ
く
り
を
目
指
し
ま

す
。

　
ま
た
、
地
域
ふ
れ
あ
い
担
当
職
員

の
効
果
的
な
運
用
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
行
政
運
営
の
核
で
あ
り
、
災
害
時

の
対
応
拠
点
と
な
る
役
場
庁
舎
の
在

り
方
に
つ
い
て
は
、
想
定
さ
れ
る
災

害
へ
の
対
応
と
、
将
来
に
わ
た
り
持

続
可
能
な
村
づ
く
り
に
対
応
で
き
る

財
政
基
盤
の
堅
持
と
の
両
面
を
十
分

見
極
め
、
よ
り
望
ま
し
い
方
向
性
の

具
体
化
を
図
る
た
め
の
検
討
を
継
続

し
ま
す
。

　
職
員
は
現
場
最
優
先
を
常
と
し
、

村
民
の
皆
様
と
の
対
話
を
大
切
に
す

る
と
と
も
に
、
全
て
の
場
面
に
お
い

て
、
親
切
・
丁
寧
で
分
か
り
や
す
い

対
応
を
心
掛
け
る
よ
う
努
め
ま
す
。



雨

　
人
事
管
理
に
お
い
て
は
、
各
種
職

員
研
修
を
通
じ
た
基
礎
的
ス
キ
ル
向

上
の
ほ
か
、
人
事
評
価
の
実
施
よ
る

人
材
育
成
及
び
組
織
力
向
上
に
継
続

的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
女
性
の
力
を
発
揮
で
き
る
環
境
づ

く
り
の
推
進
を
図
る
た
め
、
職
員
の

意
識
向
上
も
含
め
、
各
種
委
員
な
ど

へ
の
女
性
登
用
機
会
拡
大
に
つ
い
て

啓
蒙
に
努
め
る
ほ
か
、
広
報
を
通
じ

た
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
啓
発
、

情
報
提
供
を
継
続
し
、
村
づ
く
り
に

資
す
る
各
種
会
議
や
催
事
へ
の
参
加

を
促
進
し
ま
す
。

　
国
の
Ｄ
Ｘ
推
進
に
伴
う
「
ガ
バ
メ

ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
」
へ
の
令
和
８
年
度

移
行
に
向
け
、
基
幹
業
務
に
係
る

「
シ
ス
テ
ム
標
準
化
・
共
通
化
」
に

つ
い
て
、
留
萌
地
域
電
算
共
同
化
推

進
協
議
会
と
連
携
し
、
本
年
度
も
継

続
し
て
移
行
準
備
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

２
　
財
政
の
運
営

　
本
村
の
限
ら
れ
た
行
政
資
産
や
財

源
の
有
効
活
用
を
図
る
た
め
、
継
続

的
な
事
務
事
業
の
見
直
し
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
公
有
財
産
に
あ
っ
て

は
「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」

に
基
づ
い
た
中
長
期
的
な
視
点
に
立

ち
、
老
朽
化
が
進
む
施
設
の
適
時
改

修
に
よ
る
長
寿
命
化
、
投
資
費
用
を

抑
え
た
維
持
管
理
に
よ
っ
て
将
来
負

担
の
軽
減
・
平
準
化
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
現
下
の
物
価
高
騰
に
お
け

る
職
員
一
人
ひ
と
り
の
公
費
に
対
す

る
意
識
を
高
め
、
経
常
経
費
の
抑
制

を
図
る
と
と
も
に
、
少
額
で
あ
っ
て

も
特
定
財
源
の
掘
り
起
こ
し
を
図
り
、

財
源
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

　
な
お
、
国
に
お
け
る
令
和
６
年
度

新
規
国
債
の
発
行
予
定
額
は
　
兆
９

３４

千
億
円
と
、
対
前
年
度
０
坩７
兆
円

の
減
額
が
見
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
が
、

歳
入
の
　
％
余
り
を
国
債
に
依
存
す

３１

る
形
で
、
令
和
６
年
度
末
の
国
債
発

行
残
高
は
１
埀１
０
５
兆
円
に
膨
ら

む
と
見
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
の
基
礎
的
財
政
収
支

は
８
兆
３
千
億
円
の
赤
字
の
見
込
み

で
あ
り
、
２
０
２
５
年
度
に
黒
字
化

す
る
目
標
を
掲
げ
て
お
り
ま
す
が
、

達
成
は
難
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、

人
口
減
少
も
相
ま
っ
て
過
疎
地
域
に

お
け
る
地
方
交
付
税
交
付
規
模
を
維

持
し
続
け
る
こ
と
は
厳
し
い
と
の
認

識
の
も
と
、
将
来
を
見
据
え
た
持
続

可
能
な
財
政
運
営
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

 Ⅳ
 令
和
６
年
度
予
算
編
成

　
「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本

方
針
２
０
２
３
」
に
よ
る
と
、
国
内

に
お
い
て
は
、
デ
フ
レ
経
済
か
ら
の

完
全
脱
却
、
少
子
化
と
若
年
層
の
将

来
不
安
へ
の
対
応
、
誰
も
が
暮
ら
し

や
す
い
包
摂
社
会
の
実
現
、
気
候
変

動
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
経
験
を
踏
ま
え
た
持
続
可
能
な
経

済
社
会
の
構
築
な
ど
、
意
識
変
化
や

社
会
改
革
を
求
め
る
構
造
的
な
課
題

に
直
面
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
国
で
は
、
こ
う
し
た
課
題
の
解
決

に
向
け
、
物
価
高
に
対
応
し
つ
つ
、

持
続
的
賃
上
げ
、
デ
フ
レ
か
ら
の
脱

却
、
民
需
主
導
に
よ
る
成
長
の
実
現

の
た
め
、「
人
へ
の
投
資
」、「
科
学
技

術
の
振
興
」、「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

促
進
」「
Ｇ
Ｘ
・
半
導
体
・
Ａ
Ｉ
等
の

分
野
で
の
国
内
投
資
促
進
」、「
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
」、「
少
子
化
対

策
・
子
ど
も
政
策
の
抜
本
強
化
を
含

む
包
摂
社
会
の
実
現
」
な
ど
、
新
し

い
資
本
主
義
の
実
現
に
向
け
た
取
組

の
加
速
を
実
現
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
６
年
度
予
算
編
成
に

お
け
る
地
方
財
政
対
策
に
つ
い
て
は
、

社
会
保
障
関
係
費
や
人
件
費
の
増
加

が
見
込
ま
れ
る
中
、
住
民
ニ
ー
ズ
に

応
え
つ
つ
、
子
ど
も
子
育
て
政
策
の

強
化
な
ど
様
々
な
行
政
課
題
に
対
応

し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
安
定
的
に
提

供
で
き
る
よ
う
「
一
般
財
源
総
額
に

つ
い
て
、
前
年
度
水
準
を
下
回
ら
な

い
よ
う
実
質
的
に
同
水
準
を
確
保
す

る
」
こ
と
を
基
本
と
し
て
対
策
を
講

ず
る
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
本
村
の
実
質
公
債
費
比
率
は
、
令

和
４
年
度
に
お
い
て
は
単
年
度
７
坩

６
％
、
３
か
年
平
均
で
は
６
坩７
％

と
微
増
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
現

状
数
年
は
　
％
以
下
で
推
移
す
る
見

１０

込
み
で
あ
り
、
健
全
財
政
は
維
持
さ

れ
て
い
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
初
山
別
支
署
庁
舎
改
築

事
業
、
初
山
別
中
学
校
大
規
模
改
修

事
業
及
び
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
整

備
事
業
の
実
施
に
よ
り
、
今
後
償
還

額
が
増
加
す
る
こ
と
や
標
準
財
政
規

模
の
縮
小
に
よ
る
実
質
公
債
費
比
率

へ
の
影
響
を
念
頭
に
置
き
、
交
付
税

不
算
入
の
村
債
発
行
を
抑
制
し
、
将

来
に
負
担
を
先
送
り
し
な
い
施
策
の

展
開
が
肝
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。



卯

　
本
村
は
、
地
方
交
付
税
に
大
き
く

依
存
す
る
財
政
構
造
で
あ
り
、
令
和

６
年
度
の
予
算
編
成
に
当
た
っ
て
は
、

「
そ
の
先
を
見
据
え
た
、
柔
軟
な
視

点
で
」
を
基
本
方
針
の
テ
ー
マ
と
し
、

国
の
政
策
及
び
国
内
の
経
済
情
勢
を

見
極
め
な
が
ら
歳
入
の
確
保
と
歳
出

の
削
減
に
努
め
、
総
合
振
興
計
画
ほ

か
総
合
戦
略
を
は
じ
め
、
各
種
計
画

に
沿
っ
た
施
策
を
着
実
に
推
進
す
る

方
針
を
も
っ
て
予
算
編
成
に
取
り
組

ん
だ
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

 Ⅴ
 む
　
す
　
び

　
以
上
、
村
政
運
営
を
進
め
る
に
当

た
っ
て
の
、
私
の
所
信
の
一
端
を
述

べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
自
然
と
の
調
和
の
も
と
「
人
と
人

と
の
繋
が
り
」
を
大
切
に
し
つ
つ
、

デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
変
化
の
流
れ
も
鑑

み
な
が
ら
、
農
山
漁
村
の
魅
力
を
生

か
し
た
未
来
へ
と
続
く
ま
ち
づ
く
り

に
専
心
努
力
を
重
ね
て
ま
い
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。

　
村
民
の
皆
様
、
村
議
会
の
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う

心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 Ⅰ
 は
じ
め
に

　
令
和
６
年
第
１
回
初
山
別
村
議
会

定
例
会
の
開
会
に
あ
た
り
、
教
育
委

員
会
の
所
管
行
政
に
関
す
る
主
要
な

方
針
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
近
年
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化

に
加
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
流
行
に
端
を
発
し
た
生
活
様

式
の
変
化
な
ど
社
会
情
勢
が
大
き
く

変
化
す
る
中
、
持
続
的
に
地
域
を
発

展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
を

担
う
人
材
を
育
成
し
て
い
く
こ
と
が

肝
要
で
あ
り
、
教
育
の
果
た
す
役
割

が
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
、
子
ど
も
た

ち
に
は
ふ
る
さ
と
に
誇
り
を
持
ち
、

人
を
思
い
や
る
感
性
と
、
逞
し
く
生

き
抜
い
て
い
く
力
を
身
に
付
け
る
こ

と
が
大
切
で
あ
り
、
地
域
社
会
が
総

が
か
り
で
子
ど
も
の
成
長
を
支
え
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
教
育
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

国
や
北
海
道
の
動
向
を
踏
ま
え
、
本

村
の
活
力
と
発
展
の
基
礎
と
な
る

「
人
づ
く
り
」、
さ
ら
に
は
「
生
涯
学

習
社
会
」
の
実
現
を
目
指
し
、
学
校
・

家
庭
・
地
域
・
行
政
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
実
効
性
の
あ
る
教
育
行
政

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

 Ⅱ
 教
育
行
政
に
臨
む
基
本
姿
勢

　
初
山
別
村
の
教
育
目
標
で
あ
る

「
自
然
を
愛
し
、
健
全
な
心
身
の
も

と
、
連
帯
感
と
創
造
力
に
満
ち
た
活

動
的
な
人
づ
く
り
」
の
実
現
を
目
指

し
て
、
第
８
期
総
合
振
興
計
画
並
び

に
各
種
教
育
関
係
計
画
に
基
づ
き
、

施
策
を
具
体
的
に
推
進
し
、
児
童
生

徒
の
教
育
環
境
を
整
え
、
保
護
者
や

住
民
に
も
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
を

進
め
る
と
と
も
に
、
学
校
・
家
庭
・

地
域
・
行
政
が
連
携
を
深
め
、
初
山

別
村
が
目
指
す
教
育
の
姿
を
共
有
し

な
が
ら
、
教
育
行
政
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
ま
た
、「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、

だ
れ
で
も
」
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
健

や
か
に
充
実
し
た
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
生
涯
学
習
社
会
の
実
現
を

目
指
し
ま
す
。

 Ⅲ
 令
和
６
年
度
の
主
要
な
施
策

１
　
人
間
性
豊
か
で
逞
し
い

児
童
生
徒
の
育
成

　
主
体
的
に
学
び
、
柔
軟
な
思
考
力
、

判
断
力
、
表
現
力
を
育
み
、
確
か
な

学
力
を
伸
ば
す
た
め
、
学
校
・
家
庭
・

地
域
・
行
政
が
互
い
に
連
携
す
る
「
初

山
別
村
ス
ク
エ
ア
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
基
本
に
、
小
学
校
・
中
学
校
が
連

携
す
る
９
年
間
の
「
学
び
の
連
続
性
」

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
学
校
と
家

庭
の
連
携
に
よ
り
生
活
習
慣
、
学
習

習
慣
の
定
着
を
目
指
し
ま
す
。

　
学
力
向
上
を
図
る
た
め
、「
初
山

別
村
学
力
向
上
連
携
協
議
会
」
で
の

協
議
等
を
も
と
に
授
業
改
善
を
図
る

ほ
か
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
お
い
て
は
児

童
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
習
熟
状
況
に

応
じ
て
個
別
最
適
化
さ
れ
た
教
材
を

提
供
す
る
Ａ
Ｉ
教
材
を
新
た
に
導
入

し
ま
す
。

令
和
６
年
度

教
育
執
行
方
針〈大水　秀之　教育長〉



鵜

　
小
学
校
・
中
学
校
両
校
に
お
い
て

引
き
続
き
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
授
業

改
善
及
び
リ
モ
ー
ト
学
習
を
拡
充
す

る
な
ど
、
教
育
環
境
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

　
ま
た
、
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
・
ウ
ィ

ン
タ
ー
ス
ク
ー
ル
の
実
施
、
英
語
・

漢
字
検
定
の
受
験
料
助
成
を
引
き
続

き
実
施
す
る
ほ
か
、
新
た
に
添
削
等

の
通
信
教
育
を
受
講
す
る
中
学
生
に

対
し
て
受
講
料
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。

　
特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
は
、

「
初
山
別
村
特
別
支
援
教
育
連
携
協

議
会
」
を
中
心
と
し
た
組
織
的
な
支

援
体
制
の
充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、

引
き
続
き
特
別
支
援
教
育
支
援
員
を

小
学
校
・
中
学
校
に
配
置
し
、
一
人

ひ
と
り
の
教
育
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
適

切
な
指
導
・
支
援
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
国
際
理
解
教
育
に
つ
い
て
は
、
外

国
語
指
導
助
手
の
効
率
的
な
活
用
に

よ
り
、
児
童
生
徒
の
英
語
力
の
向
上

を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
保
育
所
等
へ

外
国
語
指
導
助
手
を
派
遣
す
る
こ
と

に
よ
り
、
就
学
時
前
の
子
ど
も
た
ち

が
外
国
語
に
ふ
れ
る
機
会
を
提
供
す

る
な
ど
英
語
教
育
の
充
実
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
食
育
に
つ
い
て
は
、
望
ま
し
い
食

習
慣
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
ス
ク
ー
ル
ラ
ン
チ
事
業
を
継

続
し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
食
材
を
活

用
し
た
食
育
指
導
の
充
実
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
教
育
に
つ
い
て
は
、
自

分
が
生
ま
れ
育
っ
た
地
域
の
豊
か
な

自
然
や
歴
史
、
伝
統
、
文
化
、
産
業

等
に
親
し
み
、
ふ
る
さ
と
へ
の
愛
着

や
誇
り
を
育
む
た
め
、
体
験
学
習
や

郷
土
学
習
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　
い
じ
め
や
自
殺
等
、
児
童
生
徒
の

心
に
関
わ
る
問
題
は
ど
の
学
校
で
も

起
こ
り
う
る
問
題
で
あ
る
と
の
認
識

の
も
と
、
未
然
防
止
や
早
期
の
発

見
・
対
応
に
努
め
る
と
と
も
に
、
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
配
備
し
、

教
育
相
談
体
制
を
整
え
、
児
童
生
徒

の
心
の
サ
ポ
ー
ト
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
つ
い
て
は
、
社

会
見
学
、
職
場
体
験
な
ど
に
よ
り
、

児
童
生
徒
の
実
態
に
応
じ
た
望
ま
し

い
職
業
観
・
勤
労
観
及
び
職
業
に
関

す
る
知
識
や
技
能
を
育
む
教
育
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
教
育
の
機
会
均
等
の
実
現
並
び
に

村
の
発
展
に
寄
与
す
る
有
用
な
人
材

を
育
成
す
る
た
め
、
高
等
学
校
以
上

へ
の
進
学
希
望
者
に
対
す
る
奨
学
資

金
貸
付
け
を
継
続
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
本
村
か
ら
近
隣
町
村
の
高

校
へ
通
学
し
な
が
ら
、
志
望
校
へ
の

進
学
を
目
指
す
生
徒
を
支
援
す
る
方

策
を
、
新
た
に
模
索
し
て
ま
い
り
ま

す
。

２
　
快
適
に
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る

教
育
環
境
の
整
備

　
近
年
の
異
常
気
象
に
対
処
す
る
た

め
、
昨
年
度
補
正
予
算
に
よ
り
小
中

学
校
の
普
通
教
室
等
に
エ
ア
コ
ン
を

設
置
し
、
快
適
に
授
業
が
行
え
る
環

境
を
整
備
し
て
お
り
ま
す
が
、
さ
ら

に
各
学
校
の
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
見
直
し
、
暑
さ
指
数
等
運
動
を
中

止
す
る
基
準
を
明
確
に
す
る
な
ど
熱

中
症
対
策
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
に
あ
た
っ

て
は
、
受
託
業
者
と
緊
密
な
連
絡
体

制
を
と
り
、
安
全
運
行
に
努
め
ま
す
。

　
「
初
山
別
村
学
校
運
営
協
議
会
」

に
お
い
て
、
学
校
と
保
護
者
、
地
域

が
一
体
と
な
っ
て
子
ど
も
た
ち
を
育

む
、
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く

り
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も

た
ち
を
犯
罪
や
事
故
か
ら
守
る
た
め
、

「
初
山
別
村
生
活
指
導
連
絡
協
議

会
」
と
連
携
し
、「
子
ど
も
１
１
０
番

の
家
」
や
防
犯
カ
メ
ラ
を
活
用
し
な

が
ら
、
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
教
職
員
の
働
き
方
改
革
に
つ
い
て

は
、
教
職
員
の
時
間
外
労
働
の
縮
減

や
部
活
動
地
域
移
行
に
向
け
た
取
組

を
進
め
、
教
職
員
が
教
育
活
動
に
専

念
で
き
る
環
境
の
整
備
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

３
　
健
康
な
暮
ら
し
を
楽
し
む

生
涯
学
習
の
推
進

　
村
民
が
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
自

由
に
学
習
機
会
を
選
択
し
、
豊
か
に



窺

学
び
、
文
化
に
親
し
み
、
ス
ポ
ー
ツ

を
楽
し
み
、
学
ん
だ
成
果
を
生
か
す

こ
と
の
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
文
化
芸
術
活
動
で
は
、
文
化
協
会

と
の
協
働
・
連
携
の
も
と
、
文
化
祭

の
開
催
や
、
優
れ
た
芸
術
文
化
に
ふ

れ
る
機
会
を
提
供
す
る
た
め
文
化
芸

術
鑑
賞
事
業
を
継
続
実
施
い
た
し
ま

す
。

　
簡
易
郷
土
資
料
館
に
つ
い
て
は
、

先
人
が
残
し
た
貴
重
な
郷
土
資
料
の

保
存
に
努
め
る
と
と
も
に
、
旧
豊
岬

小
学
校
校
舎
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス

ポ
ッ
ト
」
と
し
て
の
事
業
展
開
も
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
無
形
文
化
財
の
「
有
明
獅
子
舞
」

に
つ
い
て
は
、
先
般
有
明
獅
子
舞
有

志
の
会
が
解
散
す
る
方
針
を
固
め
た

こ
と
か
ら
、
今
後
、
次
世
代
へ
の
伝

承
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
関
係
各
位

と
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
有
形
文
化
財
の
「
金
比
羅
神
社
」

に
つ
い
て
は
、
管
理
団
体
と
協
議
の

う
え
必
要
な
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　
読
書
活
動
の
普
及
促
進
に
つ
い
て

は
、「
第
３
次
初
山
別
村
子
ど
も
読

書
活
動
推
進
計
画
」
の
着
実
な
推
進

を
目
指
し
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
・

行
政
が
連
携
し
、
読
書
機
会
の
提
供

や
読
書
環
境
の
整
備
を
進
め
る
と
と

も
に
、
乳
児
期
か
ら
読
書
に
親
し
む

習
慣
を
定
着
さ
せ
る
「
ブ
ッ
ク
ス

タ
ー
ト
事
業
」
を
引
き
続
き
読
み
聞

か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
と
連

携
し
て
実
施
す
る
ほ
か
、
自
然
交
流

セ
ン
タ
ー
の
図
書
室
に
お
い
て
は
土

曜
開
放
な
ど
図
書
室
の
機
能
充
実
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
生
活
習
慣
病
予
防
と
連
動
し
た

運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進
を
図

る
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

や
ス
ポ
ー
ツ
協
会
・
福
祉
関
係
団
体

等
と
の
連
携
を
深
め
、
子
ど
も
か
ら

高
齢
者
ま
で
が
気
軽
に
親
し
む
ス

ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の
普
及

及
び
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
や
体
育

団
体
が
実
施
す
る
事
業
等
を
支
援
し
、

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
の
養
成
に
努
め
る

と
と
も
に
、
部
活
動
地
域
移
行
の
受

け
皿
と
な
り
う
る
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
設
立
の
可
能
性
を
探
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　
「
合
宿
誘
致
推
進
事
業
」
に
よ
り
、

交
流
人
口
の
拡
大
と
社
会
教
育
施
設

の
有
効
活
用
を
図
り
ま
す
。

　
村
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
は
、
本
村

の
ス
ポ
ー
ツ
の
活
動
拠
点
と
し
て
充

実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

地
域
体
育
館
は
地
域
住
民
の
運
動
の

広
場
と
し
て
開
放
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
・
維
持
補

修
に
つ
い
て
は
、
優
先
度
を
勘
案
し

な
が
ら
計
画
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

４
　
天
文
台
の
活
性
化

　
み
さ
き
台
公
園
の
中
心
的
施
設
で

あ
る
し
ょ
さ
ん
べ
つ
天
文
台
は
、
天

体
学
習
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
と
観

光
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
兼
ね
備
え

た
存
在
で
す
。「
星
ま
つ
り
」
や
「
天

文
台
活
性
化
事
業
」「
星
空
観
察
会
」

等
を
継
続
実
施
す
る
ほ
か
、「
マ
イ

ス
タ
ー
ズ
シ
ス
テ
ム
」
に
つ
い
て
も

登
録
者
の
増
加
に
努
め
る
と
と
も
に
、

今
後
と
も
ロ
マ
ン
あ
ふ
れ
る
魅
力
的

な
施
設
で
あ
り
続
け
る
た
め
、
今
後

も
引
き
続
き
体
制
の
強
化
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

 Ⅳ
 む
　
す
　
び

　
以
上
、
令
和
６
年
度
の
教
育
行
政

の
執
行
に
関
す
る
主
要
な
施
策
に
つ

い
て
申
し
上
げ
ま
し
た
。
教
育
委
員

会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
次
代
を
担

う
子
ど
も
た
ち
が
郷
土
に
誇
り
を
も

ち
、
未
来
に
向
か
っ
て
逞
し
く
成
長

し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
ま

た
、
村
民
一
人
ひ
と
り
が
生
き
生
き

と
学
び
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

教
育
施
策
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
議
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
村
民
の

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
か
ら

お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
教
育
行

政
執
行
方
針
と
い
た
し
ま
す
。



丑

第７７第７７回回　
初山別中学校卒業初山別中学校卒業式式

３ 月のこんなことあんなこと

ふじみ保育所卒園ふじみ保育所卒園式式

卒業証書授卒業証書授与与

お世話になった先生方お世話になった先生方へへ

お手紙を贈りましお手紙を贈りましたた

３名の卒業生の皆さん、おめでとうございま３名の卒業生の皆さん、おめでとうございますす

保護者保護者にに「「ありがとうありがとう」」

６６人のおともだ人のおともだちち、、卒園おめでとう卒園おめでとう！！

答答　辞辞

修了証書授修了証書授与与



碓

第１２７第１２７回回　
初山別小学校卒業初山別小学校卒業式式

●３月のできごと ●
で　き　ご　と日（曜）

ふじみ保育所ひなまつり撮影会１晶
高齢者お楽しみ会５昇
議会定例会６昌
議会定例会７昭
初山別村消防団 冬季消防演習１０掌
乳幼児健診１３昌
初山別中学校卒業式１４昭
税のポスター展示会（～２２日）１５晶
初山別小学校卒業式１９昇
農業委員会総会２５捷
ふじみ保育所卒園式２６昇
権利擁護研修会２８昭

卒業証書授卒業証書授与与
７名の卒業生の皆さん、おめでとうございま７名の卒業生の皆さん、おめでとうございますす

お世話になった先生お世話になった先生へへ

花束を贈りまし花束を贈りましたた

　第３８回全道中学校の税をテーマとしたポスター募集

事業において、初山別中学校２年生の佐藤雅未さん

と長谷川省二さんが留萌振興局長賞を受賞しました。

　また、３月１５日～２２日まで、自然交流センター

にて入賞された作品が展示されました。

入賞おめでとうございます。

「税のポスター」入賞

４月の「ほしっこくらぶ」は、１７

日開催予定です。

また、令和６年度より「ほしっこ

くらぶ」は月１回での開催となり
識 竺鴫鴫鴫鴫鴫

ますので、お知らせします。



臼

ふじみ保育所
　　ひなまつり撮影会
　毎年恒例の「ひなまつり」がふじみ

保育所にて行われ、子どもたちはかわ

りばんこでお内裏様とお雛様のパネル

から顔を出し、笑顔が素敵でかわいい

写真が撮れました。その他に、ステー

ジに７段の雛人形が飾られたり、ひな

まつりにちなんだ歌を歌ったり、紙芝

居を鑑賞し楽しみました。

（３月３日）

　老人クラブ連合会（土門範治会長）が主催した交歓会に、村内各地区から３チーム３０名以

上が参加しました。村内の老人クラブ会員が軽スポーツを通じて高齢者の健康保持と各クラ

ブ会員相互の親睦を図ることを目的に毎年開催されています。今年は、グランドゴルフ（室

内パークゴルフ）、ラダーゲッターの２種目の競技が行われ、ゴルフでは３名がホールインワ

ンを出すなど会場は大いに盛り上がりました。

第３５回 初山別村老人クラブ交歓会

　自宅にこもりがちな高齢者同士の交流を目的とした「お楽しみ会（初山別婦人会主催）」

が自然交流センターにて開かれました。ちらし寿司やおはぎなどの料理を楽しみながら会　

　話をはずませたり、ビンゴ大

会やじゃんけん大会、琴の演奏

に合わせて「ひなまつり」や

「黒田節」を合唱し、交流を深

めました。

高齢者お楽しみ会
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《事務所》
多世代交流拠点施設

繋小屋
電話・F AX ６７－ ２７１７
ｓｓｂ． ｏｋｏｓｈｉ＠ｇｍａｉｌ． ｃｏｍ

Ｉｎｓｔａｇｒａｍページ

ｈｔｔｐｓ：//ｗｗｗ．ｉｎｓｔａｇｒａｍ．ｃｏｍ/
ｏｋｏｓｈｉ．ｇｉｒｌｓ_ｓｈｏｓａｎｂｅｔｓｕ/

ｆａｃｅｂｏｏｋページ

ｈｔｔｐｓ：//ｗｗｗ． ｆａｃｅｂｏｏｋ．
ｃｏｍ/ｓｈｏｓａｎｂｅｔｓｕ．ｏｋｏｓｈｉ

協
力
隊
ほ
 っ
 と
 Ｎ
 Ｅ
 Ｗ
Ｓ
 　!!

　
特
産
品
の
開
発
を

目
標
に
活
動
し
て

８
ヶ
月
が
経
ち
、
他

の
協
力
隊
員
の
助
力

も
得
て
収
穫
、
加
工

を
行
い
、
熊
笹
と
韃

　
　
靼
蕎
麦
を
焙
煎

　
　
し
た
お
茶
が
で

　
　
　
き
ま
し
た
。

　
熊
笹
の
笹
と
韃
靼

蕎
麦
の
蕎
の
文
字
を

と
っ
て
「
笹
蕎
茶
・
さ
そ

う
ち
ゃ
」
と
い
う
名
前
の
お

茶
で
す
。

　
２
月
に
な
ん
も
な
ん
も
食

堂
に
て
試
飲
会
を
行
わ
せ
て

頂
き
、
ご
来
場
の
皆
様
に
お

茶
を
飲
ん
で
頂
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
感

想
や
応
援
の
声
を
い
た
だ
き
、

今
後
の
活
動
の
活
力
に
な
る

機
会
に
な
り
ま
し
た
。

【
荻
原
】

開
発
中
の
お
茶
の
試
飲
会

　２月に開催された、スノーフェスタに参加してきました！

子ども達が楽しそうに走り回ったり、レースに真剣に取り組

む姿に、エネルギーをもらいました。当日は販売のお手伝

いをさせていただいたり、ぽすくま君としょさまる君ｖｓ子供

達とのじゃんけんの補助をさせていただきました。そして、

ここ雪国でしかできないであろう長下駄レースに村の方と一

緒に出場しました。なかなか上手く前に進めず苦戦したも

のの、楽しい時間を過ごさせていただきました。 【石田】

ス
ノ
ー
フ
ェ
ス
タ

　３月１日に第５回ふじみ保育所へお菓子提供を行

いました！

　今回はクッキーとパウンドケーキをメニューに選び

ました！園児たちが喜んでくれて、大変光栄に思いま

す。今年度のお菓子提供イベントはこれで終了ですが、

来年度も初山別村のためできるイベントを企画してい

きたいと考えています。この１年間、本当にありがとう

ございました。　　　　　　　　　　　　 【春山】

【第５回】ふじみ保育所へお菓子提供



　
２
月
　
日
、
厚
生
労
働
省
は
国
と

１９

し
て
初
め
て
「
健
康
に
配
慮
し
た
飲

酒
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
発

表
し
ま
し
た
。　
　

　
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
飲
酒

の
様
々
な
影
響
や
健
康
に
配
慮
し
た

飲
酒
の
仕
方
に
つ
い
て
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
回
は
そ
の
一
部
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

飲
酒
に
よ
る
身
体
等
へ
の
影
響

　
ア
ル
コ
ー
ル
は
血
液
を
通
じ
て
全

身
を
巡
り
、
全
臓
器
に
影
響
を
与
え

ま
す
。
身
体
へ
の
影
響
に
は
個
人
差

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
年
齢
・
性
別
・

体
質
等
で
も
異
な
り
ま
す
。
ま
た
、

体
調
等
個
人
の
そ
の
時
の
状
態
に
も

左
右
さ
れ
ま
す
。

〇
年
齢

　
高
齢
の
場
合
、
若
い
時
と
比
べ
て

体
内
水
分
量
が
減
少
し
、
同
量
の
ア

ル
コ
ー
ル
で
も
酔
い
や
す
く
な
り
、

飲
酒
量
が
一
定
量
を
超
え
る
と
認
知

症
発
症
の
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。

そ
の
他
、
飲
酒
に
よ
る
転
倒
・
骨
折
、

筋
肉
減
少
の
危
険
性
も
高
ま
り
ま
す
。

〇
性
別

　
一
般
的
に
女
性
は
男
性
よ
り
も
体

内
水
分
量
が
少
な
く
、
分
解
で
き
る

ア
ル
コ
ー
ル
量
も
少
な
い
こ
と
や
女

性
ホ
ル
モ
ン
の
働
き
に
よ
り
ア
ル

コ
ー
ル
の
影
響
を
受
け
や
す
い
こ
と

が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

女
性
は
男
性
よ
り
も
少
量
か
つ
短
期

間
で
の
ア
ル
コ
ー
ル
関
連
肝
硬
変
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

飲
酒
量
と
健
康
リ
ス
ク

　
純
ア
ル
コ
ー
ル
量
に
着
目
し
な
が

ら
、
自
分
に
合
っ
た
飲
酒
量
を
決
め

て
健
康
に
配
慮
し
た
飲
酒
を
心
が
け

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

〇
純
ア
ル
コ
ー
ル
量
の
把
握
方
法

　
単
に
お
酒
の
量（
悪
）だ
け
で
な
く
、

お
酒
に
含
ま
れ
る
純
ア
ル
コ
ー
ル
量

（
ｇ
）に
つ
い
て
着
目
し
ま
し
ょ
う
。

〇
計
算
方
法

「
純
ア
ル
コ
ー
ル
量（
ｇ
）＝

　
摂
取
量（
悪
）×  
ア
ル
コ
ー
ル
濃
度

（

×

度
数
／
１
０
０
） 
０
坩８
（
ア

ル
コ
ー
ル
の
比
重
）」

〇
生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
を
高
め
る

純
ア
ル
コ
ー
ル
量（
日
）

「
男
性
：
　
ｇ
以
上
／
日

４０

　
女
性
：
　
ｇ
以
上
／
日
」

２０

　
と
示
さ
れ
て
い
ま
す
。　

〇
各
疾
患
別
の
発
症
リ
ス
ク
の
目
安
と

な
る
週
の
純
ア
ル
コ
ー
ル
量（
週
）

『
脳
梗
塞
』

　
男
性
：
週
３
０
０
ｇ

　
女
性
：
週
　
ｇ
、

７５

『
胃
が
ん
』

　
男
性
：
少
量
で
も

　
女
性
：
週
１
５
０
ｇ
以
上

『
大
腸
が
ん
』

　
男
女
共
に
週
１
５
０
ｇ
以
上

と
い
う
目
安
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
目
安
量
よ
り
も
少
な
け
れ
ば
、
発

症
し
な
い
と
ま
で
は
言
え
ま
せ
ん
が
、

挙
げ
た
疾
患
に
か
か
る
可
能
性
を
減

ら
す
こ
と
が
出
来
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。健

康
に
配
慮
し
た
飲
酒
の
仕
方

①
自
分
の
飲
酒
状
況
を
把
握
す
る

自
身
の
状
態
に
応
じ
た
飲
酒
に
よ

り
、
様
々
な
リ
ス
ク
を
減
ら
す
こ

と
が
重
要
で
す
。

②
あ
ら
か
じ
め
量
を
決
め
て
飲
酒
す
る

過
度
な
飲
酒
を
避
け
る
等
飲
酒
行

動
の
改
善
に
繋
が
り
ま
す
。

③
飲
酒
前
・
飲
酒
中
は
食
事
を
と
る

血
中
の
ア
ル
コ
ー
ル
濃
度
の
上
昇

を
抑
え
、
酔
い
に
く
く
す
る
。

④
飲
酒
の
合
間
に
水
を
飲
む

ア
ル
コ
ー
ル
を
ゆ
っ
く
り
分
解
・

吸
収
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

⑤
１
週
間
の
う
ち
、
飲
酒
し
な
い
日

を
設
け
る

　
毎
日
飲
酒
は
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症

の
発
症
に
繋
が
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
　
最
近
で
は
、
缶
ビ
ー
ル
等
の
ア
ル

コ
ー
ル
飲
料
の
容
器
に
純
ア
ル
コ
ー

ル
量
が
表
示
さ
れ
て
い
る
商
品
が
増

え
て
き
て
い
ま
す
。
計
算
を
し
な
く

て
も
自
分
の
ア
ル
コ
ー
ル
摂
取
量
を

確
認
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
自
分
の
飲
酒
の
方

法
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

（
保
健
師
　
安
達
）

嘘

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

飲
酒
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
つ
い
て



唄

■
令
和
６
年
度
の
保
険
料
率
改
定
の

ご
案
内

　
令
和
６
年
３
月
分
（
４
月
納
付
分
）

か
ら
健
康
保
険
料
率
は
　
坩　
％
（
マ

１０

２１

イ
ナ
ス
０
坩　
％
ポ
イ
ン
ト
）、
介
護

０８

保
険
料
率
は
１
坩　
％
（
マ
イ
ナ
ス

６０

０
坩　
％
ポ
イ
ン
ト
）
と
な
り
ま
す
。

２２

皆
様
に
は
、
引
き
続
き
医
療
費
適
正

化
等
の
取
組
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

■
さ
ら
に
お
得
に
な
る
「
生
活
習
慣

病
予
防
健
診
」
の
ご
案
内

　
協
会
け
ん
ぽ
で
は
、　

～
　
歳
の

３５

７４

被
保
険
者
の
方
を
対
象
に
「
生
活
習

慣
病
予
防
健
診
」
を
実
施
し
て
お
り
、

年
度
内
お
一
人
さ
ま
１
回
に
限
り
、

健
診
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま

す
。
令
和
５
年
４
月
か
ら
は
、
よ
り

多
く
の
方
に
受
診
い
た
だ
く
た
め
に

自
己
負
担
額
を
７
埀１
６
９
円
か
ら

５
埀２
８
２
円
に
軽
減
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
定
期
健
康
診
断
の
検
査

項
目
に
加
え
て
、
５
大
が
ん
検
診
を

含
め
た
充
実
し
た
健
診
項
目
を
ご
用

意
し
て
い
る
ほ
か
、
令
和
６
年
４
月

か
ら
は
付
加
健
診
（
節
目
の
年
齢
で

受
け
る
こ
と
が
望
ま
し
い
よ
り
詳
細

な
健
診
）
の
対
象
年
齢
が
大
幅
に
拡

大
し
ま
す
！
協
会
け
ん
ぽ
の
お
得
で

充
実
し
た
内
容
の
「
生
活
習
慣
病
予

防
健
診
」
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
！

【
お
問
い
合
わ
せ
】

全
国
健
康
保
険
協
会（
協
会
け
ん
ぽ
）

北
海
道
支
部

　
緯
０
１
１
儿
７
２
６
儿
０
３
５
２

　
（
代
表
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

■
国
民
年
金
保
険
料
免
除
等
の
申
請

に
つ
い
て

　
保
険
証
が
納
め
忘
れ
の
状
態
で
、

万
一
、
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
測

の
事
態
が
発
生
す
る
と
、
障
害
基
礎

年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
所
得
が
少
な
い
、
失
業
、
事
業
の

廃
止
（
廃
業
）
な
ど
の
理
由
で
保
険

料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合

に
は
、
保
険
料
の
納
付
が
免
除
・
猶

予
と
な
る
「
保
険
料
免
除
制
度
」
や

協
会
け
ん
ぽ
北
海
道
支
部
か
ら
の

お
知
ら
せ

おおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知
らららららららららら

お
知
ら
せせせせせせせせせせせ

令和６年度　出張年金相談所　開設日程表

○開設場所　羽幌町立中央公民館（苫前郡羽幌町南６条２丁目）

○開設時間　午前１０時から午後４時まで（最終受付時間は午後３時）

　　　　　　※正午から午後１時までは除きます。

・予約制となっていますので、事前に電話による予約をお願いします。

・予約電話　０１６４－４３－７２１１（自動音声案内①→②）

・相談希望日の前週木曜日までにお申し出ください。

・定員になり次第締め切る場合がありますので、ご了承願います。

・相談内容によっては、お受けできない場合がございますので、別途ご相談願います。

【予約・お問い合わせ先】留萌年金事務所

開　設　時　間予約申込み締切日開設日（曜日）月

午前１０時～午後４時９日（木）１６日（木）５月

午前１０時～午後４時１１日（木）１８日（木）７月

午前１０時～午後４時１２日（木）１９日（木）９月

午前１０時～午後４時１４日（木）２１日（木）１１月

午前１０時～午後４時９日（木）１６日（木）１月

午前１０時～午後４時６日（木）１３日（木）３月

令
和
６
年
度
国
民
年
金
保

険
料
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ



欝

「
納
付
猶
予
制
度
（
　
歳
未
満
）」
が

５０

あ
り
ま
す
の
で
、
住
民
登
録
を
し
て

い
る
村
役
場
の
国
民
年
金
担
当
窓
口

で
お
早
め
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
国
民
年
金
保
険
料
の
金
額

　
令
和
６
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料

額
は
「
月
額
１
６
埀９
８
０
円
」
で
す
。

　
令
和
６
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料

額
は
、
国
民
年
金
法
第
　
条
に
お
い

８７

て
１
７
埀０
０
０
円
と
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
平
成
　
年
度
か
ら
の
物
価
と

１６

賃
金
の
変
動
に
基
づ
く
令
和
６
年
度

の
保
険
料
改
定
率
「
０
坩９
９
９
」
を

乗
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
１
６
埀９
８

０
円
と
な
り
ま
し
た
。

■
便
利
で
お
得
な
納
付
方
法
を
ご
利

用
く
だ
さ
い

○
口
座
振
替

（
口
座
か
ら
の
引
き
落
と
し
）

　
口
座
振
替
を
利
用
す
る
と
、
金
融

機
関
等
に
行
く
手
間
と
時
間
が
省
け

ま
す
。
さ
ら
に
、「
早
割
（
当
月
末
納

付
）」
や
「
前
納
」
で
納
め
る
と
、
保

険
料
が
割
引
さ
れ
ま
す
。

※
過
去
の
納
め
忘
れ
の
保
険
料
は
、

口
座
振
替
で
納
め
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

※
引
き
落
と
し
が
土
・
日
・
祝
日
の

場
合
は
、
翌
営
業
日
に
引
き
落
と

し
に
な
り
ま
す
。

○
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付

　
年
金
事
務
所
に
申
し
込
み
、
継
続

的
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
か
ら

立
替
納
付
を
行
う
も
の
で
す
。
さ
ら

に
、「
前
納
」
で
納
め
る
と
、
保
険
料

が
割
引
さ
れ
ま
す
。

※
過
去
の
納
め
忘
れ
の
保
険
料
お
よ

び
一
部
免
除
期
間
の
保
険
料
は
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
納
め
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

○
電
子
納
付

　
ペ
イ
ジ
ー
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ

ン
キ
ン
グ
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済

等
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

■
会
社
を
退
職
し
た
と
き
は
年
金
の

切
替
え
手
続
き
が
必
要
で
す

　
　
歳
以
上
　
歳
未
満
の
方
が
会
社

２０

６０

を
退
職
さ
れ
、
農
業
者
、
自
営
業
者
、

学
生
、
フ
リ
ー
タ
ー
、
無
職
等
に

な
っ
た
場
合
に
は
、
国
民
年
金
第
１

号
被
保
険
者
（
又
は
第
３
号
被
保
険

者
）
へ
の
切
替
え
手
続
き
が
必
要
で

す
。
　
詳
し
く
は
初
山
別
村
役
場
健
康
福

祉
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

気象台ひと口メモ ～「融雪期の気象災害」について～
　暖かくなり、この時期は雪だけではなく雨の降る日も

多くなってきます。市街地の積雪は日ごとに減っていき

ますが、山間部ではまだ多くの積雪が残っており、融雪

（雪解け）は徐々に進んでいきます。

　この雪解け水が河川に流れ込み、雨水が加わると河川

の水かさが増え、流れも急激に速くなります。また、河

川の増水により氾濫することもあり大変危険です。

　気象台では、雪解け水により河川が増水して洪水のお

それがあるときには、「洪水注意報」や「洪水警報」を

発表して注意や警戒を呼びかけます。また、気温の上昇や降水により雪解けが進み、土

砂災害や浸水のおそれがあるときは「融雪注意報」を発表します。このほか、雪の多い

傾斜地では、気温の上昇によりなだれが発生するおそれがあり、その場合には「なだれ

注意報」を発表しますので、お出かけの際には、最新の防災気象情報を利用して気象災

害から身を守りましょう。

　　　　お問い合わせ先　旭川地方気象台（電話：0166－32－7102）

　　　　　※旭川地方気象台ホームページアドレス

　　　　　　https://www.data.jma.go.jp/asahikawa/index.html



蔚

金木水火月総合診療医による診療

診　療　日午後午前午後午前午後午前午後午前午後午前予約医師診　療　科

毎日●●●●●要担当医
内　　科

総
合
診
療
医

毎日●●●●●●●不要当番医

毎週火曜日・木曜日●●不要当番医外　　科

毎日（処置・注射のない方）●●●●●要担当医
整形外科

毎週火曜日・木曜日●●不要当番医

＊急なケガなどの緊急の場合は上記診療日以外でも御相談ください

金木水火月専門診療（出張医師等）

診　療　日午後午前午後午前午後午前午後午前午後午前予約医師診　療　科

１１日・２５日◯要佐々尾医師消化器内科

専
　
　
　
門
　
　
　
外
　
　
　
来

２日・１６日◯要重原医師呼吸器内科

２２日　第４水曜日◯要高橋医師循環器内科

２３日　第４木曜日◯推奨木村医師総合診療科

未定◯要佐々尾医師フレイル外来

１日・８日・１５日・２２日・２９日●
推奨穴口医師

整形外科

２日・９日・１６日・２３日・３０日●

１３日・２７日◯推奨覺田医師

１０日・１７日・２４日・２７日・３１日●◯推奨八島医師

１３日◯推奨引野医師

１４日・２８日◯要渡部医師

井上医師診療日以外●●●●◯不要高橋医師
小 児 科

未定◯◯不要井上医師

毎週火曜日●要旭川医大医師眼　　科

毎週火曜日●●不要金野医師婦 人 科

奇数週水曜日◯要札幌医大医師耳鼻咽喉科

毎週木曜日●推奨札幌医大医師泌尿器科

毎週金曜日●不要札幌医大医師皮 膚 科

＊受付時間

　午前：８時～１１時（泌尿器科のみ１０時３０分まで）午後：１３時３０分～１５時

＊人間ドック・健診等

　検査内容等に応じて曜日が異なります。ご希望の方はお気軽に病院までお問い合わせください。

＊病院の診療に関する最新の情報は、病院ホームーページや公式ＳＮＳより案内しております。

　ぜひフォローをお願いいたします！

北海道立羽幌病院か ら のお知 ら せ 

令和６年５月外来診療体制
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交通事故死ゼロの交通事故死ゼロの日日
～令和６年３月３１日現在～

思いやり運転を

心がけましょう

ひ と の う ごひ と の う ご きき
～令和６年３月３１日現在～

人口　1,029人（△１２）

世帯　504 世帯（△８）

煙男　　503人（△７）

煙女　　526人（△５）

（　　）は前月比

　初山別村民憲章　　体をきたえ、心をみがき明るい村にしましょう。

煙この広報誌は再生紙を使用しています。
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● 今月の主な行事予定 ●
（４／１１～５／１４ ）

行　　　　　事　　　　　等日月

広報しょさんべつ配布（４月号）１１昭

４

月

破砕ごみ（初山別・千代田）１２晶

１３松

１４掌

１５捷

１６昇

ほしっこくらぶ１７昌

予防接種１８昭

１９晶

２０松

２１掌

２２捷

乳がん検診２３昇

子宮・乳がん検診２４昌

２５昭

広報配布（お知らせ版）２６晶

２７松

２８掌

２９捷

３０昇

１昌

５

月

予防接種２昭

３晶

４松

５掌

６捷

７昇

乳幼児健診８昌

９昭

破砕ごみ（有明・栄・豊岬・明里・共成）１０晶

１１松

１２掌

１３捷

広報しょさんべつ配布（５月号）１４昇

鰻

 ご結婚 
３／９　佐々木　海（初山別）

　　　　寺﨑　亜美（留萌郡小平町）

 転　入 

３／２９　赤沼　竜二（初山別）

 おくやみ 

３／６　鈴木恵美子

　　　　　　　９２歳（有　明）

３／１１　細野　テル

　　　　　　　９１歳（初山別）

3261
日目

　冬の火災に備えるべく、村消防団が演

習を実施しました。

　夜間での火災を想定し、豊岬館を火元

とした火災防ぎょ訓練では、火災時の動

きや連携の確認などを行いました。

　団員たちは指先に伝わる寒さに耐えな

がらも住民の安心・安全を守るため奮闘

していました。　　　　　（３月１０日）

冬季消防団演習

お詫びと訂正

　令和６年３月上旬に配布しました「初

山別村防災マップ」の掲載内容に誤りが

ございました。皆様にご迷惑をおかけし

ましたことをお詫びし、以下のとおり訂

正させていただきます。

（誤）オロロン農協初山別支所

　　　及びＡＥＤ設置施設

（正）るもい農協初山別支所

初山別村役場企画振興室企画振興係


